
二
〇
一
〇
年
七
月
二
四
日
〜
三
一
日
、
水
間
大
輔
・
柿
沼
陽
平
の
二

名
は
、
中
国
青
海
省
北
部
に
点
在
す
る
漢
代
の
遺
跡
な
ど
の
視
察
を
行
っ

た
。
当
地
は
漢
に
と
っ
て
辺
境
に
あ
た
る
地
域
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

｢

西
羌｣

と
呼
ば
れ
る
種
族
が
割
拠
し
て
い
た
。
西
羌
に
つ
い
て
は

『

後
漢
書』

巻
八
七
西
羌
伝
に
比
較
的
詳
細
な
記
述
が
あ
り

(

１)

、
従
来
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
当
地
に
は
漢
が
西
羌

に
備
え
て
設
置
し
た
城
邑
な
ど
の
遺
跡
が
今
も
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
視
察
の
主
た
る
目
的
は
西
羌
な
ど
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
各
遺
跡
の
位
置
・
規
模
・
構
造
・
残
存
状
況
や
そ
の
周

辺
の
地
勢
な
ど
を
実
見
し
、
漢
代
の
当
地
に
関
す
る
史
料
を
収
集
す
る

こ
と
に
あ
る
。

な
お
、
現
地
で
遺
跡
を
訪
問
し
た
り
、
あ
る
い
は
遺
跡
の
位
置
を
正

確
に
記
録
す
る
に
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
す
る
こ
と
が
極

め
て
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
二
〇
〇
七
年
三
月
に

｢

外
国

的
組
織
或
者
個
人
来
華
測
絵
管
理
暫
弁
法｣

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
外
国
人
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
す
る
に
は
特
別
な
許
可
が
必
要
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
示
し
た
遺
跡
の
位
置

(

緯
度
・
経
度
・

海
抜)

は
、
現
地
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
計
測
し
た
も
の
で
は
な
く
、
グ
ー

グ
ル
社
製
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
ソ
フ
ト

｢

グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス｣

上
で
衛

星
写
真
を
目
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
城
壁
な
ど
の
遺
跡
は
し
ば
し
ば
衛
星
写
真
で
も
は
っ
き
り
と
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
本
稿
で
示
す
緯
度
・
経
度
・
海
抜
も
か
な

り
正
確
な
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
稿
末
尾
に
は
遺
跡
の
位
置
を

示
し
た
地
図
を
附
し
た
の
で

(

地
図
１
・
２)

、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

��������柿
沼
は
七
時
二
〇
分
北
京
発
の
飛
行
機

(

Ｃ
Ａ
一
二
〇
七)

に
乗
り
、

九
時
五
〇
分
頃
に
西
寧
曹
家
堡
空
港
へ
到
着
し
た
。
水
間
は
二
一
時
一
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五
分
武
漢
発
の
飛
行
機

(

Ｚ
Ｈ
九
一
〇
五)

に
乗
り
、
〇
時
頃
曹
家
堡

空
港
へ
到
着
し
た
。
以
後
、
視
察
中
は
全
て
西
寧
市
内
の
金
輝
商
務
賓

館
に
宿
泊
し
た
。

��������こ
の
日
は
西
寧
か
ら
南
の
地
を
視
察
し
た
。
八
時
四
〇
分
頃
に
車
で

出
発
し
、
湟
中
県
へ
向
か
っ
た
。
高
速
道
路
で
南
下
す
る
途
中
、
道
の

左
右
に
連
な
る
小
高
い
丘
の
上
に
烽
燧
遺
址
ら
し
き
も
の
が
い
く
つ
か

見
え
た
。
も
っ
と
も
、
い
つ
の
時
代
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

九
時
四
〇
分
頃
、
湟
中
県
魯
沙
爾
鎮
内
の
タ
ー
ル
寺
に
到
着
し
、
こ

れ
を
見
学
し
た
。
タ
ー
ル
寺
は
一
三
七
九
年
に
創
建
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
寺
院
で
あ
る
。
ゲ
ル
ク
派
の
祖
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
生
誕
し
た
地
に
建

て
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
一
時
五
〇
分
頃
、
同
じ
く
魯
沙
爾
鎮
内
に
あ
る
湟
中
県
博
物
館
を

見
学
し
た
。
建
物
の
四
階
に
展
示
室
が
あ
り
、
小
規
模
な
が
ら
先
史
時

代
〜
明
代
の
湟
中
県
出
土
文
物
や
タ
ー
ル
寺
の
所
蔵
品
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
文
物
の
中
に
は
、�
約
文
化
・
馬
家
窯

文
化
の
土
器
や
、
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
緑
釉
や
五
銖
銭
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
た
。

昼
食
後
、
一
二
時
半
頃
に
貴
徳
県
へ
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
こ
こ
で

も
山
の
上
に
は
烽
燧
ら
し
き
も
の
が
見
え
た
。
途
中
で
徐
々
に
海
抜
が

上
が
り
、
寒
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
気
温
が
下
が
っ
て
き
た
。
辺
り
は
木

が
全
く
生
え
て
い
な
い
草
原
と
な
っ
た
。
ヤ
ク
や
羊
の
群
れ
が
放
牧
さ
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れ
て
い
た
。
こ
の
辺
り
に
は
集
落
が
全
く
な
く
、
牧
畜
民
の
テ
ン
ト
が

見
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。
最
高
所
の
拉
鶏
山

(

海
抜
三
八
二
〇
メ
ー
ト
ル)

を
越
え
る
と
、
徐
々
に
下
り
坂
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
下
る
と
、
菜
の
花

畑
や
集
落
が
見
え
て
き
た

(

写
真
１)

。

一
四
時
一
五
分
頃
、
貴
徳
県
の�
譲
郷
へ
到
着
し
た
。
南
北
に
走
る

省
道
一
〇
一
号
線
の
左
右
に
わ
ず
か
な
が
ら
商
店
な
ど
が
建
ち
並
ん
で

い
た
。
省
道
の
西
側
に
平
行
し
て�
譲
河
が
流
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ

の
西
側
に
は
切
り
立
っ
た
台
地
が
あ
り
、
そ
の
上
に�
譲
古
城

(

北
緯

三
六
度
一
三
分
三
六
・
九
五
秒
、
東
経
一
〇
一
度
三
三
分
三
三
・
八
九
秒
、
海

抜
二
六
六
四
メ
ー
ト
ル)

が
築
か
れ
て
い
た
。
集
落
の
北
側
に
設
け
ら
れ

た
橋
を
渡
っ
て�
譲
河
を
越
え
、
坂
道
を
登
り
、
古
城
外
側
の
北
東
隅

へ
た
ど
り
着
い
た
。

�
譲
古
城

(

下�
譲
城
・�
次
古
城)

は�
譲
郷
査
曲
昂
村
に
位
置
す

る(

写
真
２

(

２))

。
城
壁
は
南
北
約
二
八
八
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
四
〇
メ
ー

ト
ル
、
残
高
約
七
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚
さ
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
頂
部

の
厚
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
で
、
東
墻
・
西
墻
に
そ
れ
ぞ
れ
馬
面
が
四
つ
ず

つ
、
南
墻
・
北
墻
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

本
城
址
に
つ
い
て
は
こ
れ
を

｢

帰
義
城｣

と
す
る
説
が
あ
る

(

３)

。
帰
義

城
と
は
後
漢
・
明
帝
の
永
元
一
五
年

(

一
〇
三
年)

、
西
羌
の
う
ち
漢
に

帰
属
す
る
者
を
招
来
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
城
邑
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
城
址
に
つ
い
て
は
他
に
も
宋
代
の

｢

懐
和
寨｣

と
す
る
説
や

(

４)

、
明
代

の
城
址
と
す
る
説
も
あ
る

(

５)

。

我
々
が
実
見
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
城
壁
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
破
損
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し
て
い
る
も
の
の
、
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
た
。
本
城
の
城
門
の
位
置

に
つ
い
て
、『

中
国
文
物
地
図
集』

で
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
が

(

６)

、
李

智
信
氏
は
東
墻
の
中
央
に
あ
っ
た
と
推
測
し
て
お
り

(

７)

、
ま
た

『

貴
徳
県

志』

で
は
南
東
角
と
北
西
角
に
城
門
の
痕
跡
が
見
え
る
と
す
る

(

８)

。
本
城

址
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
北
西
角
と
南
東
角
の
他
、
西
墻
中
部
に
城
壁

の
切
れ
目
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
城
門
の
跡
な
の
か
は
判
然
と
し
な

か
っ
た
。
ま
た
、
東
墻
は
破
損
が
比
較
的
ひ
ど
く
、
城
壁
の
切
れ
目
が

破
損
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
城
門
な
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
も
っ
と
も
、
東
墻
は
す
ぐ
外
側
が
断
崖
絶
壁
に
な
っ
て
お
り
、
と

て
も
門
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。

馬
面
も
明
確
に
残
っ
て
い
た
。
本
城
址
の
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
馬
面
は
唐
代
以
降
の
城
に
見
え
る
施
設
な
の
で

(

９)

、

た
と
え
本
城
址
が
漢
代
の
帰
義
城
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
唐
代
以
降
の

改
修
を
経
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
城
の
規
模
は
小
さ
く
、
人
々
が
居

住
す
る
場
と
い
う
よ
り
は
、
防
御
用
の
城
の
ご
と
く
に
見
受
け
ら
れ
た
。

城
址
の
西
側
に
は
、
西
墻
か
ら
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ

ろ
に
烽
燧
が
建
て
ら
れ
て
い
た

(

北
緯
三
六
度
一
三
分
三
三
・
八
八
秒
、
東

経
一
〇
一
度
三
三
分
二
五
・
五
四
秒
、
海
抜
二
六
五
六
メ
ー
ト
ル)

。
城
址
の

西
側
は
な
だ
ら
か
な
登
り
斜
面
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
、
城
址
の
内
外

は
麦
畑
・
豆
畑
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
城
址
北
東
隅
外
側
に
文
物
碑
が
立

て
ら
れ
て
い
た
。

車
へ
戻
っ
て
さ
ら
に
南
下
し
、
虎
頭
崖
黄
河
大
橋
を
通
っ
て
黄
河
を

渡
る
と
、
す
ぐ
に
貴
徳
県
の
河
陰
鎮
へ
入
っ
た
。
一
五
時
四
五
分
頃
、
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河
陰
鎮
内
の
玉
皇
閣
に
到
着
し
た
。
こ
の
玉
皇
閣
は
明
の
万
暦
一
七
年

(
一
五
八
九
年)

の
創
建
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
建
物
は
清
の
光
緒
年
間

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

河
陰
鎮
に
は
城
壁
が
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
明
の
洪
武
七
年

(

一
三

七
四
年)

に
初
め
て
築
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
民
国
期
へ
至
る
ま
で

何
度
も
増
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
城
壁
は
版
築
に
よ
っ
て
築
か

れ
、
南
北
約
五
一
三
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
五
〇
六
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、

馬
面
も
随
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
破
損
し
て
い
る
も

の
の
、
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
た
。

��������こ
の
日
は
西
寧
か
ら
西
の
地
、
主
に
青
海
湖
周
辺
の
遺
跡
を
視
察
し

た
。
七
時
頃
出
発
し
、
八
時
五
五
分
頃
に
日
月
山
へ
到
着
し
た

(

写
真

３)

。
日
月
山
は
西
寧
市
の
南
西
、
湟
源
県
日
月
郷
に
位
置
す
る
。
こ

の
地
は
古
来
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
族
と
漢
族
の
境
界
と
さ
れ
て
き
た
。
唐
の

文
成
公
主
が
吐
蕃
の
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
に
嫁
ぐ
と
き
、
父
母
か
ら
贈

ら
れ
た

｢

日
月
宝
鏡｣
(

長
安
の
景
色
が
映
る
と
い
う
鏡)

を
こ
の
地
で
見

て
涙
を
流
し
た
後
、
鏡
を
投
げ
捨
て
て
望
郷
の
念
を
断
ち
切
ろ
う
と
し

た
こ
と
か
ら
、｢

日
月
山｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
海

抜
は
三
五
二
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
肌
寒
か
っ
た
。
辺
り
に
は
草
原
が

広
が
っ
て
お
り
、
木
が
生
え
て
い
な
か
っ
た
。

日
月
山
か
ら
西
へ
向
か
い
、
倒
淌
河
鎮
を
経
由
し
、
一
〇
時
一
五
分

頃
に
青
海
湖
の
南
東
岸
へ
た
ど
り
着
い
た
。
青
海
湖
は
、
漢
代
で
は
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｢

鮮
水｣

あ
る
い
は

｢

允
克
塩
池｣

と
も
呼
ば
れ
、
西
羌
が
勢
力
を
持
っ

て
い
た
地
域
に
あ
た
る
。
自
転
車
を
借
り
、
湖
畔
を
散
策
し
た
。
途
中
、

青
海
湖
民
俗
博
物
館
を
見
学
し
た
。
省
以
外
の
博
物
館
と
し
て
は
そ
こ

そ
こ
の
規
模
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
中
に
は
青
海
省
で
出
土
し
た
文

物

(

宝
貝
や
彩
陶
な
ど)

や
タ
ン
カ

(

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
仏
画)

、
動
物
の

剥
製
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

一
二
時
頃
、
湖
畔
の
食
堂
で
昼
食
を
と
っ
た
。
そ
の
際
、
青
海
湖
産

の
湟
魚
な
ど
を
食
べ
た
。
湟
魚
は
湟
水
流
域
に
生
息
す
る
魚
で
あ
る
。

一
三
時
頃
、
青
海
湖
の
東
側
を
北
上
し
、
海
晏
県
の�
海
村
へ
向
か
っ

た
。
途
中
、
海
晏
県
西
海
鎮
の
原
子
城

(

一
九
九
〇
年
代
ま
で
使
用
さ
れ

て
い
た
核
兵
器
開
発
施
設
を
観
光
地
化
し
た
も
の)

付
近
を
通
過
し
た
。
付

近
の
道
は
未
舗
装
で
あ
っ
た
。
道
の
左
右
は
一
応
草
原
で
あ
っ
た
が
、

あ
た
か
も
砂
漠
に
草
が
生
え
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

一
五
時
頃
、�
海
村
へ
到
着
し
た
。�
海
村
は
海
晏
県
甘
子
河
郷
内

に
あ
り
、
青
海
湖
の
北
東
に
位
置
す
る
。
国
道
三
一
五
号
線
か
ら
南
西

へ
曲
が
り
、
約
一
・
二
キ
ロ
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
村
内
に
は�
海

古
城

(

北
緯
三
七
度
七
分
五
二
・
八
六
秒
、
東
経
一
〇
〇
度
三
四
分
九
・
六
八

秒
、
海
抜
三
二
六
六
メ
ー
ト
ル)

が
残
っ
て
い
る

(

写
真
４)

。
一
九
八
一

年
、
青
海
省
文
物
考
古
隊
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
青
海
湖
環
湖
考
古
調

査
小
組
が
調
査
を
行
っ
た

(�)

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
城
壁
は
南
北
約
四
三
六

メ
ー
ト
ル

(�)

、
東
西
約
四
三
五
メ
ー
ト
ル
、
残
高
約
四
・
八
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
一
一
メ
ー
ト
ル
前
後
で

(�)

、
四
面
に
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
城
内

南
西
部
に
は
房
屋
基
址
が
見
ら
れ
る
が
、
現
在
一
部
は
住
宅
と
な
っ
て
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い
る
。
遺
物
は
少
な
く
、
灰
色
陶
片
・
五
銖
銭
、
及
び
銅
鏡
の
破
片
な

ど
が
出
土
し
た
程
度
で
あ
る
。
城
邑
の
地
勢
・
形
態
・
建
築
方
法
な
ど

が
海
晏
三
角
城

(

後
述)

と
共
通
し
て
い
る
こ
と
、
三
角
城
と
同
様
の

灰
色
泥
質
縄
紋
陶
片
及
び
五
銖
銭
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
出
土
し
た

銅
鏡
が
典
型
的
な
漢
代
の
連
弧
紋
鏡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
角
城
と
同

じ
く
前
漢
末
期
に
建
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
漢
末
期
、
王

莽
は
西
海
郡
を
設
置
し

(�)
、
五
つ
の
県
を
築
い
た
と
さ
れ
て
い
る

(�)

。
五
県

の
名
称
は
史
料
に
見
え
な
い
が

(�)
、
こ
の�
海
古
城
も
五
県
の
一
つ
と
推

測
さ
れ
て
い
る

(�)
。

国
道
か
ら
の
道
は
東
門
へ
続
い
て
い
た
。
我
々
は
東
門
か
ら
城
内
へ

入
っ
た
。
城
は
平
地
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
城
壁
は
草
で
覆
わ
れ

て
お
り
、
一
見
す
る
と
土
塁
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
城
壁
の
内
外
は
民
家

や
畑
と
な
っ
て
い
た
。
地
面
に
陶
片
な
ど
の
遺
物
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
西
墻
の
上
に
は
文
物
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
か

｢

西
海
郡

古
城｣

と
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
城
址
を
西
海
郡
城
と
す
る
説
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
こ
の
碑
の

｢

西｣

は
も
と
も
と

｢�
｣

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
か
ら
強
引
に

｢

西｣

と
刻
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
碑
の
年
号
も
本
来

｢

一
九
五
六
年｣

と
刻
ん
で
あ
っ

た
の
を
、｢

五｣

の
上
に

｢

八｣

字
が
重
ね
て
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

｢

青
海
省
人
民
政
府｣

の
他
、｢

海
晏
県
人
民
政
府
立｣

と
も
刻
ま
れ
て

い
る
。
一
九
五
六
年
に
海
晏
県
が
県
級
文
物
保
護
単
位
と
し
て

｢�
海

郡
古
城｣

と
刻
ん
だ
碑
を
立
て
た
が
、
一
九
八
六
年
に
省
級
保
護
文
物

単
位
に
昇
格
し
、
そ
の
際
に

｢

西
海
郡
古
城｣

と
改
め
ら
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

国
道
へ
戻
っ
て
南
東
へ
向
か
い
、
一
七
時
頃
に
海
晏
三
角
城

(

北
緯

三
六
度
五
四
分
二
五
・
九
一
秒
、
東
経
一
〇
〇
度
五
八
分
五
一
・
一
〇
秒
、
海

抜
三
〇
一
九
メ
ー
ト
ル)

へ
到
着
し
た

(

写
真
５)

。
三
角
城
は
海
晏
県
三

角
城
鎮
の
西
郊
に
位
置
す
る
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
何
度
も
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
城
址
の
状
況
は
下
記
の
通
り
で

あ
る

(�)

。
す
な
わ
ち
、
城
壁
は
南
北
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
六
〇

〇
〜
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
残
高
約
四
〜
一
二
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚
さ

約
八
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
の
厚
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
城
内
の
北
部

に
は
小
院
遺
址
が
あ
り
、
北
墻
に
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
城
内
南
西
に

は
直
径
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
八
メ
ー
ト
ル
前
後
の
瞭
望
台
が

あ
る
。
地
面
に
は
磚
瓦
・
陶
片
な
ど
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
城
内
か
ら

は

｢

西
海
安
定
元
興
元
年
作
当｣

と
記
さ
れ
た
後
漢
の
瓦
当

(�)

、
漢
代
の

雲
紋
瓦
当
、
唐
代
の
蓮
花
紋
瓦
当
の
破
片
、｢

西
海
郡
虎
符
石
匱
、
始

建
国
元
年
十
月
癸
卯
、
工
河
南
郭
戎
造｣

と
刻
ま
れ
た
花
崗
岩
製
の

｢

虎
符
石
匱

(�)｣
、
五
銖
銭
と
見
ら
れ
る
銭
の
陶
範
、
五
銖
銭
・
貨
布
・
貨

泉
・
大
泉
五
十
・
崇
寧
重
宝
・
聖
宋
元
宝
な
ど
の
貨
幣
が
見
つ
か
っ
て

い
る
。
城
址
は
民
国
期
に
西
寧
の
軍
閥
馬
歩
芳
に
よ
っ
て
盗
掘
さ
れ
、

ま
た
一
九
五
〇
年
代
に
は
城
内
西
部
に
道
路
と
鉄
道
が
建
設
さ
れ
、
文

化
大
革
命
の
と
き
に
は
駐
留
軍
に
よ
っ
て
塹
壕
が
掘
ら
れ
、
遺
址
の
一

部
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

本
城
址
は
虎
符
石
匱
の
銘
文
か
ら
、
西
海
郡
城
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た

(�)
。『
漢
書』

王
莽
伝
に
よ
る
と
、
王
莽
の
懐
柔
策
に
よ
り
、
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羌
の
有
力
者
で
あ
る
良
顔
ら
が

｢

鮮
水
海
・
允
克
塩
池｣

を
献
上
し
、

漢
の
属
国
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
、
そ
の
地
に
西
海
郡
が
設
置

さ
れ
た
と
い
う
。
新
の
滅
亡
後
は
中
央
の
支
配
が
及
ば
な
く
な
っ
た
が
、

後
漢
・
和
帝
の
永
元
一
四
年

(

一
〇
二
年)

、
諸
羌
の
勢
力
減
退
を
受
け
、

金
城
郡
西
部
都
尉
の
治
所
が
置
か
れ
た
。
本
城
址
は
出
土
遺
物
か
ら
、

そ
の
後
も
宋
代
へ
至
る
ま
で
利
用
さ
れ
続
け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

城
址
の
内
外
及
び
城
壁
は
全
て
草
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
せ
い
も

あ
っ
て
か
、
城
内
北
部
の
小
院
遺
址
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

地
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
は
ず
の
遺
物
も
確
認
し
が
た
く
、
わ
ず
か
に

一
枚
の
陶
片
が
確
認
で
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
城
内
南
西
部
に
は
国
道

三
一
五
号
線
が
北
西
・
南
東
へ
向
か
っ
て
走
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の

南
に
平
行
し
て
鉄
道
が
敷
か
れ
て
お
り
、
南
墻
と
西
墻
が
そ
れ
ぞ
れ
二

箇
所
ず
つ
分
断
さ
れ
て
い
た
。
本
城
の
城
門
に
つ
い
て
、
安
志
敏
氏
は

四
つ
の
門
址
が
よ
く
残
っ
て
い
る
と
し
、
李
智
信
氏
も
東
西
南
北
に
そ

れ
ぞ
れ
門
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
が
、
高
東
陸
氏
、
趙
生�
氏
は

南
・
東
・
北
墻
に
門
の
遺
構
が
見
え
る
と
し
、
さ
ら
に

『

中
国
文
物
地

図
集』

で
は
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る

(�)

。
我
々
が
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
南
・
東
・
北
墻

に
は
明
確
な
城
壁
の
切
れ
目
が
あ
っ
た
が
、
西
墻
は
破
損
が
ひ
ど
い
た

め
、
破
損
に
よ
っ
て
城
壁
が
途
切
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
門
の
遺

構
な
の
か
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

城
内
南
西
端
に
は
土
台
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
資
料
で

い
う
瞭
望
台
で
あ
ろ
う
。
瞭
望
台
の
上
に
は
電
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
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非
常
に
広
大
な
城
で
あ
っ
た
。

��������こ
の
日
は
主
に
西
寧
か
ら
西
方
の
遺
跡
を
視
察
し
た
。
八
時
頃
に
出

発
し
、
湟
源
県
へ
向
か
っ
た
。
九
時
五
〇
分
頃
、
湟
源
県
城
関
鎮
内
の

丹�
爾
古
城
へ
到
着
し
、
こ
れ
を
見
学
し
た
。
明
の
洪
武
年
間
に
初
め

て
築
か
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
明
清
風
の
城
門
・
城
壁
・
街
並
み
が
再

現
さ
れ
て
い
る
。
城
内
に
は

｢

丹�
爾
庁
署｣

と
い
う
施
設
が
あ
り
、

中
で
は
清
代
の
裁
判
の
様
子
が
実
演
さ
れ
て
い
た
。

次
に
、
城
関
鎮
郊
外
の�
荘
村
へ
向
か
っ
た
。
城
関
鎮
か
ら
南
下
し

て
湟
水
を
渡
り
、
二
中
路
か
ら
北
へ
曲
が
る
と
、
す
ぐ
に�
荘
村
の
中

へ
入
っ
た
。
一
一
時
一
〇
分
頃
、�
荘
村
に
到
着
し
た
。
村
内
に
は
南

古
城

(

北
緯
三
六
度
四
〇
分
五
四
・
一
二
秒
、
東
経
一
〇
一
度
一
六
分
五
三
・

四
〇
秒
、
海
抜
二
六
三
六
メ
ー
ト
ル)

と
呼
ば
れ
る
城
址
が
残
っ
て
い
る

(

写
真
６)

。
湟
水
の
す
ぐ
南
側
に
位
置
す
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
青
海

省
考
古
研
究
所
の
高
東
陸
氏
が
何
度
も
調
査
を
行
っ
て
い
る

(�)
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
城
壁
は
南
北
約
二
四
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
二
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
残
高
約
一
八
メ
ー
ト
ル

(�)

、
底
部
の
厚
さ
約
一
五
メ
ー
ト
ル
、
頂
部

の
厚
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
で
、
南
北
に
門
が
あ
り
、
門
外
に
甕
城
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
面
が
全
部
で
一
三
箇
所
設
け
ら
れ
て
い
る
。

村
の
建
設
に
よ
り
、
西
墻
と
北
墻
の
西
部
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

現
在
、
城
内
北
西
部
に
は
民
家
が
建
ち
並
び
、
そ
の
他
の
部
分
は
農
地

と
な
っ
て
い
る
。
城
内
の
地
面
に
は
磚
・
瓦
の
破
片
、
灰
色
泥
質
陶
片
、
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磁
片
、
骨
、
木
炭
な
ど
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
農
民
が
民
家
を
建
設
し

た
と
き
、
康
煕
・
咸
豊
期
の
銅
銭
や
黒
磁
瓶
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

本
城
址
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

『

水
経
注』

で
い
う

｢

臨
羌
県
故
城｣

と
す
る
説
が
あ
る

(�)
。
臨
羌
県
は
金
城
郡
下
の
県
で
あ
る
。
設
置
時
期
に

つ
い
て
は
一
般
に
前
漢
・
宣
帝
の
神
爵
元
年

(

前
六
一
年)

と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
昭
帝
の
始
元
六
年

(

前
八
一
年)

よ
り
前
と
す
る
説
も

あ
る

(�)
。
し
か
し
、
城
壁
の
築
城
方
法
・
保
存
状
況
、
出
土
遺
物

(

漢
代

の
文
物
は
出
土
し
て
い
な
い)
、
地
理
的
な
位
置
、
地
元
の
伝
承
な
ど
か

ら
、
南
古
城
は
臨
羌
県
城
で
は
な
く
、
清
代
の
城
址
と
す
る
説
も
あ
る

(�)

。

我
々
が
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
本
城
は
台
地
の
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、

城
の
東
側
と
南
側
は
な
だ
ら
か
な
登
り
斜
面
と
な
っ
て
い
た
。
北
と
西

は
谷
側
で
、
特
に
北
側
は
絶
壁
で
あ
っ
た
。
こ
の
城
址
の
城
壁
も
お
お

む
ね
草
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
南
墻
の
中
部
に
は
墻
の
切
れ
目
が
あ
っ
た
。

こ
こ
が
南
門
で
あ
ろ
う
。
南
東
端
に
も
切
れ
目
が
あ
っ
た
が
、
高
氏
に

よ
る
と
門
は
南
北
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
み
な
の
で
、
こ
れ
は
単
な
る

破
損
で
あ
ろ
う
。

高
速
道
路
で
東
の
湟
中
県
多
巴
鎮
へ
向
か
っ
た
。
一
一
時
四
五
分
頃
、

多
巴
鎮
多
巴
村
へ
到
着
し
た
。
村
内
に
は
破�
城
遺
址

(

北
緯
三
六
度

三
九
分
五
一
・
四
秒
、
東
経
一
〇
一
度
三
一
分
一
六
・
九
四
秒
、
海
抜
二
三
八

〇
メ
ー
ト
ル)

が
あ
る
。
資
料
に
よ
る
と
、
城
址
の
状
況
は
下
記
の
通

り
で
あ
る

(�)

。
す
な
わ
ち
、
城
址
は
湟
水
の
北
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
西

納
河
の
西
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
城
壁
は
北
西
端
と
南
西

端
だ
け
が
残
っ
て
お
り

(�)

、
残
高
は
約
二
〜
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚

さ
は
約
一
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
地
面
に
は
漢
代
の
縄
紋
陶
缶
・
甕
の

破
片
、
板
瓦
・
筒
瓦
・
獣
骨
な
ど
の
遺
物
が
大
量
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

ま
た
、
湟
中
県
博
物
館
が
か
つ
て
城
内
で
漢
代
の
五
銖
銭
・
九
枝
銅
灯
・

銅
鏡
な
ど
の
文
物
を
採
集
し
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
る
土
地
の
整
地
や

城
鎮
の
拡
張
に
よ
り
、
遺
址
の
大
部
分
は
地
下
に
埋
没
し
、
遺
構
は
明

確
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
城
壁
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
高
東
陸
氏
、
趙
生�
氏
は
南
北

約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
と
す
る
が

(�)

、
李
智
信

氏
は
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
て
お
り
、
一
辺
が
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
と
す
る

(�)

。

本
城
址
は
地
理
的
な
位
置
及
び
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
、『

水
経
注』

で
い
う

｢

臨
羌
新
県｣

城
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)

。
臨
羌
県
が

｢

臨
羌
県

故
城｣

か
ら

｢

臨
羌
新
県｣

へ
遷
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
史
料
上

明
確
な
記
載
が
な
く
、
多
く
の
研
究
者
は
魏
晉
期
の
こ
と
と
解
し
て
い

る
が
、
李
氏
は
多
巴
鎮
で
多
数
の
漢
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
新
県
へ
遷
さ
れ
た
の
は
後
漢
初
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る

(�)

。

村
内
に
は
二
つ
の
文
物
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
一
つ
は
民
家
の
壁

の
前
に
立
て
ら
れ
て
い
た

(

写
真
７)

。
し
か
し
、
壁
に
向
か
っ
て
立
て

ら
れ
て
い
る
た
め
、
碑
文
を
読
む
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
っ
た
。
も
う
一

つ
は
、
そ
こ
か
ら
北
へ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
村
は
ず
れ
に
、

草
で
覆
わ
れ
た
盛
り
土
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
上
に
立
て
ら
れ

て
い
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
物
碑
に
は
な
ぜ
か

｢

破
塔、
城
遺
址｣

と

刻
ま
れ
て
い
た
。
村
民
に
よ
る
と
、
城
壁
は
既
に
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
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た
が
、
そ
の
盛
り
土
か
ら
東
に
は
低
い
土
壁
の
よ
う
な
も
の
が
延
び
て

い
る
。
あ
る
い
は
、
盛
り
土
は
資
料
で
い
う
北
西
端
で
、
そ
こ
か
ら
東

へ
延
び
て
い
る
土
壁
が
北
墻
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
信
は
持
て
な

か
っ
た
。

西
寧
へ
戻
り
、
昼
食
を
と
っ
た
。
一
四
時
三
〇
分
頃
、
青
海
省
博
物

館
へ
到
着
し
、
館
内
を
見
学
し
た
。
青
海
省
出
土
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
物

や
タ
ン
カ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
漢
代
の
重
要
な
出
土
文
字
資
料

と
し
て
は
、
大
通
県
出
土
の
上
孫
家
寨
漢
簡
四
枚
と
、
楽
都
県
白
崖
子

出
土
の

｢

東
漢
三
老
趙
掾
碑｣

が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

一
五
時
五
〇
分
頃
、
博
物
館
の
近
く
に
あ
る
虎
台

(

将
台
・
点
将
台

と
も
呼
ば
れ
る)

を
見
学
し
た
。
南
涼
が
築
い
た
閲
兵
台
と
さ
れ
る
。

高
さ
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
約
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
土
台
が

残
っ
て
い
る
。
現
在
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

一
六
時
四
〇
分
頃
、
西
寧
市
街
地
北
の
北
禅
寺
に
到
着
し
、
こ
れ
を

見
学
し
た
。
北
禅
寺
は
北
魏
の
と
き
に
初
め
て
建
設
さ
れ
た
石
窟
寺
院

で
あ
る
。
清
末
以
降
は
道
観
と
な
っ
た
。
湟
水
北
岸
の
岸
壁
に
築
か
れ

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
廟
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。

��������こ
の
日
は
西
寧
か
ら
東
方
の
遺
跡
を
視
察
し
た
。
七
時
頃
に
出
発
し
、

高
速
道
路
で
民
和
県
へ
向
か
っ
た
。
民
和
県
川
口
鎮
で
高
速
道
路
を
降

り
、
一
般
道
を
通
っ
て
馬
場
垣
郷
の
下
川
口
村
へ
向
か
っ
た
。
下
川
口

村
に
は
下
川
口
西
城
が
残
っ
て
い
る

(�)
。
地
元
民
に
古
城
の
場
所
を
尋
ね
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た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
そ
の
近
く
に
簸
箕
掌
墓
群
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
(

写
真
８)

。
青
銅
器
時
代
の
墓
群
で
、
一
九
八
三
〜
八
五
年
に
行
わ

れ
た
調
査
の
際
、
辛
店
文
化
の
石
棺
墓
が
四
基
発
見
さ
れ
、
夾
砂
紅
陶

双
耳
缶
・
壷
及
び
双
耳
陶
盆
な
ど
が
出
土
し
て
い
る

(�)

。
現
在
で
は
桃
な

ど
の
果
樹
園
と
な
っ
て
い
た
。
地
元
民
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
は
盗
掘
が

絶
え
ず
、
中
に
は
盗
掘
の
際
に
樹
木
ご
と
引
き
抜
い
て
し
ま
う
者
も
い

る
ら
し
い
。

一
〇
時
二
〇
分
頃
、
下
川
口
西
城

(

北
緯
三
六
度
一
五
分
二
一
・
五
秒
、

東
経
一
〇
三
度
〇
分
四
六
・
二
七
秒
、
海
抜
一
七
三
九
メ
ー
ト
ル)

に
到
着
し

た

(

写
真
９)

。
李
智
信
氏
に
よ
る
と
、
本
城
址
の
状
況
は
下
記
の
通
り

で
あ
る

(�)
。
す
な
わ
ち
、
本
城
址
は
湟
水
南
岸
・
竜
支
溝
西
岸
の
三
角
地

帯
に
位
置
し
、
湟
水
か
ら
の
高
さ
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
絶
壁
上
に
築
か

れ
て
い
る
。
城
の
北
部
は
湟
水
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
て
お
り
、
南
部
だ

け
が
残
っ
て
い
る
。
城
壁
は
南
北
約
四
〇
〜
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約

三
二
〇
メ
ー
ト
ル

(�)

、
残
高
二
〜
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
薛
方

�
氏
に
よ
る
と
、
本
城
址
で
は
新
石
器
時
代
の
紅
陶
片
が
出
土
し
て
い

る
も
の
の
、
磚
・
瓦
・
盆
・
缶
な
ど
廃
城
の
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い

(�)
。

明
の
顧
炎
武
以
来
、
こ
の
下
川
口
村
に
は
漢
代
の
允
吾
県
の
治
所
が

あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る

(�)

。
允
吾
県
は
金
城
郡
の
治
所
が
置
か
れ
た
県

で
あ
る

(�)

。
金
城
郡
は
前
漢
・
昭
帝
の
始
元
六
年(

前
八
一
年)

、
天
水
郡
・

隴
西
郡
・
張
掖
郡
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
県
ず
つ
を
取
っ
て
設
置
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
村
に
は
他
に
も
古
城
址
が
残
っ
て
お
り

(�)
、
允
吾
県
城

が
下
川
口
村
に
あ
っ
た
と
す
る
論
者
が
い
ず
れ
の
城
址
を
指
し
て
い
る
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の
か
は
、
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
允
吾
県
の
位
置
に
つ
い
て
は
他

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
、
本
城
址
の
築
城
年
代
に
つ
い
て
も
宋
代

と
す
る
説
や

(�)
、
明
代
と
す
る
説
も
あ
る

(�)

。

城
址
の
内
外
に
は
広
大
な
果
樹
園
が
広
が
っ
て
い
た
。
本
城
址
は
薛

氏
に
よ
る
と
、
地
元
で
は

｢

老
城｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が

(�)
、
我
々
の
視
察
時
に
果
樹
園
で
作
業
を
し
て
い
た
農
民
は
こ
れ
を

｢

旧
城｣

と
呼
ん
で
い
た
。
李
氏
は
南
北
約
四
〇
〜
八
〇
メ
ー
ト
ル
、

東
西
約
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
城
壁
が
残
っ
て
い
る
と
す
る
が
、
我
々

が
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
南
墻
東
部
の
ご
く
一
部
が
残
っ
て
い
る
の
み
で

あ
っ
た
。
農
民
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
南
墻
・
東
墻
・
西
墻
が
残
っ
て

お
り
、
南
墻
に
は
門
の
跡
も
見
ら
れ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
こ
の
部
分

の
み
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
城
址
の
北
に
は
湟
水
が
流
れ
て
い

る
た
め
、
そ
も
そ
も
北
墻
は
築
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

南
墻
の
上
に
は
土
で
築
か
れ
た
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

近
年
の
も
の
で
、
青
海
の
典
型
的
な
農
民
の
小
屋
で
あ
る
。
小
屋
の
中

に
は
土
製
の
寝
台
と
釜
戸
が
あ
っ
た
。
寝
台
の
下
に
は
空
洞
が
あ
り
、

外
か
ら
薪
を
入
れ
て
燃
や
し
、
寝
台
を
温
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

南
墻
東
部
の
外
側
は
崖
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
崖
に
沿
っ
て
東
へ
進

む
と
、
崖
は
北
へ
折
れ
て
い
た
。
崖
の
へ
り
に
は
断
片
的
な
盛
り
上
が

り
が
あ
り
、
あ
る
い
は
東
墻
の
残
骸
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
北
へ
進

む
と
、
湟
水
に
臨
む
断
崖
の
上
に
出
た
。
眼
下
で
は
湟
水
が
東
西
に
走
っ

て
い
た
。
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来
た
道
を
引
き
返
し
、
川
口
鎮
へ
戻
っ
た
。
一
一
時
四
〇
分
頃
、
川

口
鎮
享
堂
村
の
点
将
台

(

推
定
位
置
：
北
緯
三
六
度
二
〇
分
二
七
秒
、
東
経

一
〇
二
度
四
九
分
五
四
秒
、
海
抜
一
七
六
六
メ
ー
ト
ル)

に
到
着
し
た

(

写

真� (�))
。
麦
畑
の
中
に
人
工
の
土�
が
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
後
漢
の

馬
援
の
点
将
台
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
辛
夷
氏
に
よ
る
と
、
高
さ
は
二

丈

(

約
六
・
七
メ
ー
ト
ル)

、
頂
部
の
幅
は
四
丈

(

約
一
三
・
三
メ
ー
ト
ル)

余
り
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が

(�)
、
少
な
く
と
も
我
々
が
見
た
と
こ
ろ
で
は
、

頂
部
の
幅
は
高
さ
の
半
分
程
度
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
そ
の
後
崩
れ

て
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
二
時
一
五
分
頃
、
同
じ
く
享
堂
村
内
の
享
堂
古
城

(

推
定
位
置
：

北
緯
三
六
度
二
〇
分
四
〇
秒
、
東
経
一
〇
二
度
四
九
分
三
四
秒
、
海
抜
一
七
七

七
メ
ー
ト
ル)

に
到
着
し
た
。
点
将
台
の
北
西
、
湟
水
の
北
岸
に
位
置

す
る
。
李
智
信
氏
に
よ
る
と
、
城
址
の
状
況
は
下
記
の
通
り
で
あ
る

(�)
。

す
な
わ
ち
、
東
・
南
・
北
墻
の
み
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
残
高
三
〜
八
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚
さ
七
メ
ー
ト
ル
、

頂
部
の
厚
さ
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
城
内
南
西
部
か
ら
は
唐
代
の
陶
片
・

瓦
片
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

本
城
址
に
つ
い
て
は
浩�
県
城
と
す
る
説
が
あ
る

(�)
。
浩�
県
は
漢
代

に
金
城
郡
下
の
県
と
し
て
置
か
れ
、
北
周
の
と
き
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
浩�
県
城
は
他
の
地
に
あ
っ
た
と
す
る
説
や

(�)
、
ま
た
本
城
址

が
唐
代
に
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
す
る
指
摘
も
あ
り

(�)
、

未
詳
で
あ
る
。

我
々
が
享
堂
古
城
に
つ
い
て
村
民
へ
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
城
壁
は
文
化
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大
革
命
の
と
き
に
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
城
壁
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
現
在
で
は

民
家
・
商
店
・
道
路
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
般
道
で
西
方
の
楽
都
県
へ
向
か
っ
た
。
一
三
時
五
五
分
頃
、
高
廟

鎮
老
鴉
村
の
老
鴉
古
城

(

推
定
位
置
：
北
緯
三
六
度
二
四
分
五
四
秒
、
東
経

一
〇
二
度
三
八
分
四
二
秒
、
海
抜
一
八
七
三
メ
ー
ト
ル)

に
到
着
し
た
。
老

鴉
村
火
車
站
の
向
か
い
側
か
ら
隘
路
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
資

料
に
よ
る
と
、
城
址
の
状
況
は
下
記
の
通
り
で
あ
る

(�)
。
す
な
わ
ち
、
城

址
は
わ
ず
か
に
北
東
端
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
北
墻
は
約
二
一

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
〜
五
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、

東
墻
は
長
さ
約
三
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
〜
五
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約

四
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
め
ま
で
は
完
全
に
残
っ
て
お

り
、
清
代
に
編
纂
さ
れ
た

『

碾
伯
県
志』

及
び

『
西
寧
府
新
志』

に
よ

る
と
、
城
壁
の
周
囲
は
約
七
八
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
八
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
約
六
・
四
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
二
つ
の
門
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
深

さ
約
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
六
・
四
メ
ー
ト
ル
の
濠
が
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
城
址
の
南
部
が
湟
水
中
に
水
没
し
、
城
址

周
囲
の
村
民
が
北
部
へ
遷
り
、
民
家
な
ど
の
建
設
に
よ
っ
て
北
部
も
破

壊
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
地
面
に
は
少
量
の
漢
代
の
陶
片
と
瓦
礫
が
散
ら

ば
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
城
址
の
西
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は

晁
馬
家
漢
墓
群
が
あ
り
、
か
の
東
漢
三
老
趙
掾
碑
も
こ
こ
か
ら
出
土
し

て
い
る
。

こ
の
城
址
は
一
般
に
破
羌
県
城
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)

。
破
羌
県
は
前

漢
・
宣
帝
の
神
爵
二
年

(

前
六
〇
年)

に
金
城
郡
下
の
県
と
し
て
置
か

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
李
智
信
氏
は
、
城
墻
が
明
ら
か
に
漢
代
の
建
築

で
は
な
い
こ
と
、
城
内
か
ら
典
型
的
な
漢
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
城
址
の
位
置
が
破
羌
県
に
つ
い
て
の
文
献
の
記
載
と
一
致

し
な
い
こ
と
、
県
城
を
設
置
す
る
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
老
鴉
古
城
は
破
羌
県
城
で
は
な
く
、
明
代
に
建
設
さ
れ
た

も
の
と
す
る

(�)

。

我
々
が
古
城
に
つ
い
て
村
民
へ
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
現
在
城
壁
は
残
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
遺
址
と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
民
家
が

建
ち
並
び
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
さ
れ
て
い
る
小
道
も
あ
っ
た
。
村

民
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
民
家
の
前
に
文
物
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
地
下
に
は
農
民
が
食
糧
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
横
穴
が
掘
ら
れ
て
お

り
、
二
〇
〇
九
年
の
大
雨
に
よ
っ
て
文
物
碑
が
そ
の
横
穴
の
中
へ
陥
没

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

(

写
真�)
。

老
鴉
村
か
ら
西
へ
向
か
い
、
一
四
時
半
頃
に
高
廟
鎮
柳
湾
村
の
柳
湾

彩
陶
博
物
館
へ
到
着
し
た
。
彩
陶
を
専
門
と
し
た
博
物
館
と
し
て
は
中

国
最
大
の
も
の
で
、
青
海
省
で
出
土
し
た
彩
陶
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て

い
た
。

楽
都
県
の
碾
伯
鎮
へ
入
り
、
か
な
り
遅
い
昼
食
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、

碾
伯
鎮
南
の
瞿
曇
鎮
へ
向
か
い
、
夕
方
に
瞿
曇
寺
へ
到
着
し
た
。
瞿
曇

寺
は
明
代
に
創
建
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
寺
院
で
あ
る
。
境
内
に
は

漢
文
と
チ
ベ
ッ
ト
語
で
刻
ま
れ
た
明
清
期
の
詔
勅
の
石
碑
が
立
て
ら
れ

て
い
た
。
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��������こ
の
日
は
西
寧
か
ら
北
方
の
遺
跡
を
視
察
し
た
。
七
時
頃
出
発
し
、

一
〇
時
半
頃
に
門
源
県
浩
門
鎮
へ
到
着
し
た
。
浩
門
鎮
の
郊
外
に
は
青

�果(
青
小
麦)

が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
王
明
珂
氏
は
現
代

中
国
農
業
に
関
す
る
諸
研
究
を
引
証
し
つ
つ
、
青
海
省
は
大
麦
の
栽
培

に
適
し
て
お
り
、
西
羌
が
栽
培
し
て
い
た
と
さ
れ
る

｢

麦｣

は
必
ず
し

も
小
麦
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
大
麦
を
多
く
含
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る

(�)

。
し
か
し
、
地
元
民
に
よ
る
と
、
同
省
で
生
産
さ

れ
て
い
る
麦
は
お
お
む
ね
春
小
麦
で
あ
り
、
湟
水
沿
岸
の
み
冬
小
麦
が

栽
培
さ
れ
、
大
麦
は
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

浩
門
鎮
か
ら
北
上
し
、
北
山
郷
へ
向
か
っ
た
。
北
山
郷
の
集
落
へ
入

る
手
前
で
西
へ
曲
が
り
、
大
泉
村
・
金
巴
台
村

(

下
金
巴
台
村)

・
金
巴

台

(

上
金
巴
台
村)

と
い
う
三
つ
の
集
落
を
通
過
し
た
。
金
巴
台
の
集

落
を
通
り
抜
け
る
と
、
道
が
な
く
な
り
、
広
大
な
草
原
が
広
が
っ
て
い

た
。
草
原
に
は
ヤ
ク
の
群
れ
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。
南
西
の
方
へ
向
か
っ

て
歩
き
、
一
一
時
二
五
分
頃
に
金
巴
台
古
城

(

北
緯
三
七
度
二
六
分
五
二
・

九
〇
秒
、
東
経
一
〇
一
度
三
四
分
七
・
五
五
秒
、
海
抜
三
〇
九
八
メ
ー
ト
ル)

へ
た
ど
り
着
い
た

(

写
真�)
。

李
智
信
氏
に
よ
る
と
、
城
址
の
状
況
は
下
記
の
通
り
で
あ
る

(�)

。
す
な

わ
ち
、
城
壁
は
南
北
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
残

高
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
の
厚
さ
四

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
東
墻
の
中
央
に
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
西
は
老

虎
溝
に
臨
ん
で
お
り
、
河
床
か
ら
の
高
さ
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
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城
内
の
西
部
に
は
南
北
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
基

が
あ
る
。
磚
・
瓦
な
ど
の
建
築
遺
物
や
居
住
遺
址
は
な
く
、
灰
層
の
中

か
ら
は
大
量
の
家
畜
の
骨
の
み
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

本
城
址
に
つ
い
て
は
、
漢
代
の
護
羌
校
尉
の
治
所
と
す
る
説
も
あ
る

(�)

。

護
羌
校
尉
は
西
羌
の
鎮
撫
を
司
る
吏
で
、
前
漢
の
武
帝
期
に
初
め
て
設

置
さ
れ
、
一
時
王
莽
期
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
光
武
帝
期
に
再
び
設

置
さ
れ
た
。
し
か
し
本
城
址
は
、
今
日
で
は
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
、
吐

蕃
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
吐
蕃
新
城
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る

(�)

。
吐
蕃
新

城
は
開
元
年
間
に
唐
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
、
威
戎
軍
城
と
な
っ
て
い
る
。

城
壁
及
び
城
址
の
内
外
は
い
ず
れ
も
草
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
東
墻
は

中
央
に
切
れ
目
が
あ
り
、
こ
こ
が
東
門
と
考
え
ら
れ
る
。
城
址
の
西
方

に
は
老
虎
溝
が
南
北
に
走
っ
て
い
た
。
北
墻
・
南
墻
の
西
端
は
い
ず
れ

も
老
虎
溝
に
臨
む
岸
壁
の
上
で
途
切
れ
て
い
た
。
こ
の
城
址
に
は
西
墻

が
な
い
が
、
そ
れ
は
老
虎
溝
が
あ
り
不
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
城

内
西
部
の
台
基
も
確
認
で
き
た
。
東
墻
北
部
の
南
端
に
文
物
碑
が
立
て

ら
れ
て
い
る
。
城
内
南
部
に
は
四
方
を
土
壁
で
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

り
、
中
で
は
大
量
の
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
本
城
址
の

北
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は
石
頭
城
と
呼
ば
れ
る
小
城
が
あ
り
、
金
巴

台
古
城
と
同
時
期
に
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)

。
そ
の
姿
は

金
巴
台
古
城
か
ら
も
確
認
で
き
、
土
の
塊
の
よ
う
に
見
え
た
。

な
お
、
地
元
民
に
よ
る
と
、
以
前
は
城
址
の
北
東
に
森
林
が
広
が
っ

て
い
た
ら
し
い
。
現
在
で
は
草
原
が
広
が
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま

た
、
か
つ
て
こ
の
地
に
は
チ
ベ
ッ
ト
族
の
集
落
が
あ
っ
た
が
、
一
九
六
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〇
年
代
、
政
府
が
こ
の
地
を
開
墾
す
る
た
め
チ
ベ
ッ
ト
族
を
追
い
払
い
、

漢
族
を
こ
の
地
に
入
植
さ
せ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

浩
門
鎮
へ
戻
り
、
一
三
時
頃
に
門
源
古
城

(

北
緯
三
七
度
二
二
分
一
八
・

九
七
秒
、
東
経
一
〇
一
度
三
七
分
五
五
・
三
二
秒
、
海
抜
二
八
四
五
メ
ー
ト
ル)

へ
到
着
し
た

(
写
真�)
。
門
源
古
城

(

浩
門
故
城)

は
鎮
内
東
部
に
位

置
す
る
。
資
料
に
よ
る
と
、
本
城
址
の
状
況
は
下
記
の
通
り
で
あ
る

(�)

。

す
な
わ
ち
、
城
壁
は
南
北
約
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
二
六
〇
メ
ー

ト
ル
、
残
高
約
一
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚
さ
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、

頂
部
の
厚
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
で
、
東
西
に
四
つ
、
南
北
に
三
つ
の
馬
面

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
南
墻
に
門
が
あ
る
。
門
の
外
側
に
は
半
円
形
の

甕
城
が
あ
り
、
さ
ら
に
甕
城
の
東
側
に
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
城
壁

の
外
側
に
は
幅
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
の
濠
が
掘
ら

れ
て
い
る

(�)

。

本
城
址
の
築
城
年
代
に
つ
い
て
は
、
漢
代
と
す
る
説
と

(�)
、
宋
代
と
す

る
説
と
が
あ
る

(�)

。

我
々
が
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
本
城
址
は
東
西
南
北
の
城
壁
が
ほ
ぼ
完

全
に
残
っ
て
い
た
。
城
壁
は
今
回
の
視
察
で
実
見
し
た
ど
の
城
址
よ
り

も
高
く
、
厚
か
っ
た
。
こ
こ
の
城
壁
も
草
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
南
墻
の

中
央
よ
り
や
や
東
寄
り
、
及
び
東
墻
北
部
・
北
西
隅
に
そ
れ
ぞ
れ
城
壁

の
切
れ
目
が
あ
っ
た
。
資
料
に
よ
る
と
、
南
墻
に
門
が
設
け
ら
れ
て
い

た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
南
墻
の
切
れ
目
は
門
の
跡
、
東
墻
北
部
・
北

西
隅
の
切
れ
目
は
後
世
の
破
損
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
南
門
外
側
の

左
右
に
は
馬
面
の
よ
う
な
出
っ
張
り
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
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甕
城
の
う
ち
南
墻
に
隣
接
す
る
部
分
の
み
が
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

南
門
前
面
に
も
あ
る
は
ず
の
甕
城
の
城
壁
は
、
地
面
に
わ
ず
か
な
痕
跡

が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
南
墻
外
側
に
は
他
に
も
い
く
つ
か
小
さ

な
出
っ
張
り
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
馬
面
の
遺
構
と
思
わ
れ
る
。
東
墻
・

北
墻
に
も
馬
面
の
よ
う
な
出
っ
張
り
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
南
墻
ほ

ど
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

西
墻
の
外
側
に
は
城
壁
に
沿
っ
て
壕
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
壕
の
一

部
は
石
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
石
が
城
の
遺
構
な
の
か
、
そ
れ

と
も
後
世
に
造
ら
れ
た
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
壕
の
外
側
は
崖

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
崖
自
体
も
防
御
の
際
に
は
役
立
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
南
墻
・
北
墻
・
東
墻
外
側
の
濠
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
南
墻

の
外
側
は
切
り
立
っ
た
崖
に
な
っ
て
お
り
、
崖
の
下
に
は
集
落
・
畑
・

用
水
路
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
は
川
が
流
れ
て
い
た
。
西
墻
・

東
墻
・
北
墻
の
外
側
に
は
民
家
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。

城
内
に
は
何
も
な
く
、
草
が
青
々
と
繁
っ
て
お
り
、
牛
が
何
頭
か
放

牧
さ
れ
て
い
た
。
西
墻
の
内
側
に
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
用
の
ス
タ
ン
ド
ら

し
き
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ス
タ
ン
ド
は
既
に
朽
ち
て
い
た
が
、

か
つ
て
は
競
技
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

昼
食
後
、
来
た
道
を
引
き
返
し
て
南
下
し
、
一
七
時
一
五
分
頃
に
大

通
県
上
孫
家
寨
村
へ
到
着
し
た

(

写
真�)
。
こ
こ
で
は
前
漢
中
期
〜
西

晉
初
期
の
墓
葬
が
一
八
二
基
発
見
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
第
一
一
五
号

墓
か
ら
は
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

(�)

。
発
掘
は
一
九
七
三
年
〜
八

一
年
に
行
わ
れ
た
が
、
現
在
で
は
跡
形
も
な
く
埋
め
戻
さ
れ
て
お
り
、

― 50 ―

������上孫家寨村



企
業
の
倉
庫
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

��������こ
の
日
は
西
寧
か
ら
南
及
び
南
東
の
地
域
の
地
勢
を
視
察
し
た
。
七

時
頃
に
出
発
し
、
二
五
日
と
同
じ
く
省
道
一
〇
一
号
線
を
南
下
し
て
貴

徳
県
へ
向
か
っ
た
。
九
時
半
頃
、
虎
頭
崖
黄
河
大
橋
を
渡
っ
た
。
河
陰

鎮
の
市
街
地
へ
は
入
ら
ず
に
、
左
折
し
て
国
道
二
〇
一
号
線
へ
入
り
、

東
方
の
尖
扎
県
へ
向
か
っ
た
。
王
明
珂
氏
に
よ
る
と
、
西
羌
が
漢
と
領

有
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た

｢

大
小
楡
谷｣

は
、
こ
の
貴
徳
県
と
尖
扎
県
の

間
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

(�)
。
も
っ
と
も
、
佐
藤
長
氏
は

｢

楡
谷｣

を

チ
ベ
ッ
ト
語
の�������

(

灌
漑
水
路
の
あ
る
谷)

の
音
訳
と
解
し
た
う

え
で
、
貴
徳
県
西
南
の
煖
泉

ド
ン
チ
ェ

河
流
域
を

｢
大
楡
谷｣

、
東
南
の
竜
泉

ラ
ン
ジ
ヨ

河

流
域
を

｢

小
楡
谷｣

に
比
定
し
、
両
河
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
は
灌
漑

に
よ
る
沃
野
が
広
が
っ
て
い
た
と
す
る

(�)
。
い
ず
れ
の
説
を
と
る
に
せ
よ
、

我
々
は
大
小
楡
谷
の
付
近
を
通
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
道
の
北
側
に
は

平
行
し
て
黄
河
が
流
れ(

写
真�)
、
さ
ら
に
そ
の
北
側
に
は
山
が
連
な
っ

て
い
た
。
こ
の
貴
徳
県
〜
尖
扎
県
間
の
黄
河
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
西

羌
伝
所
見
の｢

逢
留
大
河｣

に
比
定
す
る
馬
長
寿
氏
の
説
が
あ
る

(�)
。
も
っ

と
も
、
逢
留
大
河
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
は
異
説
も
あ
り
、
例
え
ば
佐
藤

氏
は
、
貴
徳
の
北
に
は
北
か
ら
南
へ
と
流
れ
る
逢
留
河
が
あ
り
、
そ
れ

と
黄
河
と
の
合
流
地
点
付
近
の
黄
河
を
逢
留
大
河
に
比
定
し
て
い
る

(�)
。

こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
貴
徳
県
〜
尖
扎
県
間
の
黄
河
は
逢
留
大
河
の
東
側

に
あ
た
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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し
ば
ら
く
進
む
と
右
へ
曲
が
り
、
蛇
行
す
る
道
路
を
進
ん
で
山
を
登
っ

た
。
さ
ら
に
行
く
と
緑
が
豊
か
に
な
り
、
山
頂
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
出

た
。
現
在
、
こ
の
周
辺
は
坎
布
拉
自
然
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
山
を
下

り
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
道
の
左
側
に
明
代
の
城
址
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
か
な
り
破
損
し
て
お
り
、
ど
の
部
分
な
の
か
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

一
三
時
半
頃
、
尖
扎
県
を
通
過
し

(

写
真�)
、
省
道
二
〇
三
号
線
を

南
下
し
て
同
仁
県
へ
向
か
っ
た
。
尖
扎
県
か
ら
同
仁
県
へ
至
る
ま
で
は
、

左
右
を
山
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
右
側
に
は
道
に
沿
っ
て
碧
色
の
川
が
流

れ
て
い
た
。
一
四
時
一
〇
分
頃
、
同
仁
県
隆
務
鎮
に
到
着
し
、
食
堂
で

朝
食
兼
昼
食
を
と
っ
た
。
一
四
時
五
〇
分
頃
、
ロ
ン
ウ
ォ

(

隆
務)

寺

に
到
着
し
、
こ
れ
を
見
学
し
た
。
ロ
ン
ウ
ォ
寺
は
一
三
〇
一
年
に
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
サ
キ
ャ
派
の
寺
院
と
し
て
創
建
さ
れ
た
が
、
一
六
〇
五
年
に
ゲ

ル
ク
派
へ
改
宗
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

��������水
間
は
七
時
五
〇
分
発
の
飛
行
機
Ｚ
Ｈ
九
一
〇
六
に
乗
り
、
九
時
五

〇
分
頃
武
漢
へ
帰
着
し
た
。
柿
沼
は
一
九
時
二
五
分
発
の
Ｃ
Ａ
一
二
三

四
に
乗
り
、
定
刻
よ
り
大
幅
に
遅
れ
な
が
ら
も
北
京
へ
帰
着
し
た
。

[

付
記]

本
文
は
、
柿
沼
陽
平
の
平
成
二
二
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助

金
特
別
研
究
員
奨
励
費

(

研
究
課
題

｢

中
国
古
代
贈
与
交
換
史
の
研
究
―

｢

貨

幣
経
済｣

と

｢

贈
与
交
換｣

の
関
係
を
中
心
に
―｣)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

�
(

１)
『

後
漢
書』

西
羌
伝
に
対
し
て
詳
細
な
訳
注
を
施
し
た
も
の
に
、
早
稲
田
大

学
長
江
流
域
文
化
研
究
所

｢『

後
漢
書』

西
羌
伝
訳
注

(

一)
(

二)｣
(『

長
江
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流
域
文
化
研
究
所
年
報』

第
四
号
・
五
号
、
二
〇
〇
六
年
・
〇
七
年)

が
あ

る
。
水
間
・
柿
沼
も
か
つ
て
こ
の
訳
注
に
参
与
し
た
こ
と
が
あ
る
。

(
２)

以
下
、�
譲
古
城
に
つ
い
て
は
貴
徳
県
志
編
纂
委
員
会
編

『

貴
徳
県
志』

(
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年)

五
〇
七
頁
、
李
智
信

『

青
海
古
城
考
弁』

(
西
北
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年)

二
三
六
頁
に
よ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

『

貴
徳
県
志』

で
は�
譲
古
城
の
城
壁
の
長
さ
を
南
北
二
八
八
メ
ー
ト
ル
、
東

西
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
と
す
る
が
、
李
氏
は
南
北
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一

〇
二
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
本
城
の
城
壁
は
い
び
つ
な
形
を
し
て
お
り
、
か
つ

東
墻
と
西
墻
、
南
墻
と
北
墻
の
長
さ
も
違
う
の
で
、
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ

た
の
で
あ
ろ
う
。
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
の
衛
星
写
真
上
で
計
測
し
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、『

貴
徳
県
志』

の
い
う
南
北
二
八
八
メ
ー
ト
ル
は
東
墻
、
東
西
一
四

〇
メ
ー
ト
ル
は
北
墻
の
長
さ
を
指
し
、
李
氏
の
い
う
南
北
二
二
〇
メ
ー
ト
ル

は
西
墻
、
東
西
一
〇
二
メ
ー
ト
ル
は
南
墻
の
長
さ
を
指
し
て
い
る
ご
と
く
で

あ
る
。
本
文
で
は
と
り
あ
え
ず

『

貴
徳
県
志』
の
数
値
に
よ
っ
た
。

(

３)

前
掲

『

貴
徳
県
志』

五
〇
七
頁
参
照
。

(

４)

李
氏
前
掲
書
二
三
六
頁
参
照
。

(

５)�
譲
古
城
は
明
代
の
城
址
と
し
て
一
九
八
八
年
に
青
海
省
文
物
保
護
単
位

へ
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
城
址
は
一
九
八
六
年
に
も
貴
徳
県
文

物
保
護
単
位
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
漢
代
の
城
址
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

(

６)

青
海
省
文
化
庁
編

『

中
国
文
物
地
図
集

青
海
分
冊』

(

中
国
地
図
出
版
社
、

一
九
九
六
年)

一
六
〇
頁
参
照
。

(

７)

李
氏
前
掲
書
二
三
六
・
二
三
七
頁
参
照
。

(

８)

前
掲

『

貴
徳
県
志』

五
〇
七
頁
参
照
。

(

９)

李
氏
前
掲
書
九
・
一
〇
頁
参
照
。

(�)

高
東
陸

｢

青
海
湖
環
湖
文
物
調
査｣

(『

青
海
考
古
学
会
会
刊』

三
、
一
九

八
一
年)

、
青
海
省
文
物
考
古
隊

｢

青
海
湖
環
湖
考
古
調
査｣

(『

考
古』

一
九

八
四
年
第
三
期)

参
照
。

(�)

青
海
省
文
物
考
古
隊
前
掲
論
文
で
は

｢

南
北
四
六、
三、
メ
ー
ト
ル｣

と
す
る

が
、｢

南
北
四
三、
六、
メ
ー
ト
ル｣

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
他
の
論
文
で
は
い
ず
れ

も
南
北
四
三
六
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

(�)

前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

一
二
五
頁
で
は
、�

海
古
城
の
城
壁
の
厚
さ

は
底
部
が
八
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
が
五
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

(�)

王
莽
が
西
海
郡
を
設
置
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
前
漢
・
平
帝
の

元
始
四
年

(

紀
元
後
四
年)

と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
盧
耀
光
氏
は
元
始
五
年

の
こ
と
と
す
る
。
同
氏

『

唐
蕃
古
道
考
察
記』

(

陝
西
旅
游
出
版
社
、
一
九
八

九
年)

一
三
六
〜
一
三
九
頁
参
照
。

(�)
た
だ
し
、
王
宗
維
氏
は
、
こ
れ
ら
五
県
は
王
莽
が
築
い
た
の
で
は
な
く
、

前
漢
後
期
に
徐
々
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
同
氏

｢

漢
朝
対
金
城
的
開

発
与
建
設｣

(『

蘭
州
学
刊』

一
九
八
八
年
第
一
期)

参
照
。

(�)
清
の
全
祖
望

(『

水
経
注
疏』

河
水
条
参
照)

や
周
錫
銀
氏
ほ
か
は
、
こ
の

五
県
を
修
遠

(

前
漢
で
い
う
允
吾
あ
る
い
は
允
街)

・
塩
羌

(

前
漢
の
臨
羌)

・

興
武

(

前
漢
の
浩�)
・
罕
虜

(

前
漢
の
令
居)

・
順
礫

(

前
漢
の
白
石)

と

解
し
て
い
る
。
周
錫
銀
・
李
紹
明
・
冉
光
栄

『

羌
族
史』

(

四
川
民
族
出
版
社
、

一
九
八
四
年)

六
七
頁
参
照
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
盧
耀
光
氏
、
李

智
信
氏
な
ど
に
よ
る
批
判
が
あ
る
。
盧
氏
前
掲
書
一
四
五
〜
一
四
七
頁
、
李

氏
前
掲
書
一
九
〇
・
一
九
一
頁
参
照
。

(�)
盧
氏
前
掲
書
一
四
四
〜
一
四
七
頁
参
照
。

(�)
安
志
敏

｢

青
海
的
古
代
文
化｣

(『

考
古』

一
九
五
九
年
第
七
期)

、
高
東
陸
・

趙
生�｢
青
海
地
区
的
古
代
城
池
与
辺
墻｣

(

中
国
考
古
学
会
編

『

中
国
考
古

学
会
第
五
次
年
会
論
文
集

１
９
８
５』

文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年)

、
前

掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

一
二
五
頁
、
李
氏
前
掲
書
一
八
四
頁
参
照
。
な
お
、

城
壁
の
長
さ
な
ど
、
遺
構
の
規
模
の
具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
は
以
上
の
四

篇
の
間
で
若
干
違
い
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
最
新
の
調
査
結
果
と
思
わ
れ
る

李
氏
前
掲
書
に
よ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
高
氏
・
趙
氏
は
南
墻
を
六
五
九
メ
ー

ト
ル
、
東
墻
を
六
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
北
墻
を
六
一
二
メ
ー
ト
ル
、
西
墻
を
五
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四
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
、
東
西
南
北
の
城
壁
の
長
さ
に
つ
い
て
詳
し
い
数
値
を

挙
げ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
の
衛
星
写
真
上
で
計
測
し

た
と
こ
ろ
、
西
墻
は
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、
五
四
〇
メ
ー
ト
ル
と
い

う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

(�)
た
だ
し
、
安
志
敏
氏
に
よ
る
と
、
海
晏
三
角
城
か
ら
は

｢

海
西
元
興
元
年

作
当｣
と
記
さ
れ
た
瓦
当
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。｢

西
海
安
定
元
興
元

年
作
当｣
と
い
う
瓦
当
は
李
智
信
氏
が
挙
げ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
が

同
一
の
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
安
氏
は
前
者
の
瓦
当
を
南
涼
の

も
の
、
李
氏
は
後
者
を
後
漢
の
も
の
と
解
し
て
い
る
。
安
氏
前
掲
論
文
、
李

氏
前
掲
書
一
八
四
頁
参
照
。
ち
な
み
に
、｢

元
興｣

は
後
漢
の
和
帝
期
、
及
び

東
晉
の
安
帝
期
の
元
号
で
あ
る
。

(�)
虎
符
石
匱
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
李
氏
前
掲
書
一
八
五
〜
一
八
九
頁
参

照
。

(�)
安
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)
以
上
、
注

(�)
参
照
。

(�)
高
東
陸

｢

湟
源
県
境
内
的
古
代
城
堡｣
(『

青
海
文
物』

一
九
九
〇
年
第
四

期)

参
照
。

(�)
た
だ
し
、
前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

五
三
頁
で
は
、
南
古
城
の
城
壁
の

残
高
は
約
一
五
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

(�)
秦
裕
江
氏
に
よ
る
と
、
南
古
城
を
漢
の
臨
羌
故
城
と
解
し
て
い
る
説
が
あ

る
と
い
う
。
同
氏

｢

臨
羌
故
城
湟
源
南
古
城
説
質
疑｣

(『

青
海
民
族
研
究』

一
九
九
九
年
第
一
期)

参
照
。
し
か
し
、
具
体
的
に
誰
が
こ
の
よ
う
な
説
を

主
張
し
て
い
る
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(�)

秦
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)

高
氏
・
趙
氏
前
掲
論
文
、
李
氏
前
掲
書
一
二
〇
〜
一
二
二
頁
、
秦
氏
前
掲

論
文
、
崔
永
紅

｢

湟
源
県
南
古
城
築
者
考｣

(『

青
海
民
族
学
院
学
報』

社
会

科
学
版
二
〇
〇
九
年
第
四
期)

参
照
。

(�)

高
氏
・
趙
氏
前
掲
論
文
、
李
氏
前
掲
書
一
〇
六
・
一
〇
七
頁
参
照
。

(�)

前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

四
〇
頁
に
よ
る
と
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の

城
壁
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(�)

高
氏
・
趙
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
一
〇
七
頁
参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
一
〇
七
頁
参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
一
〇
七
〜
一
〇
九
頁
参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
四
二
頁
参
照
。
ち
な
み
に
、
後
述
す
る
通
り
、
下
川
口
村
に

は
二
つ
の
古
城
が
あ
り
、
論
文
な
ど
で
は
し
ば
し
ば
双
方
と
も

｢

下
川
口
古

城｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
両
者
を
明
確
に
区
別
す
る
た

め
、
李
氏
前
掲
書
二
八
六
頁
に
従
い
、
本
城
址
を

｢

下
川
口
西
城｣

と
呼
ぶ

こ
と
と
す
る
。

(�)
前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

八
六
頁
参
照
。

(�)
李
氏
前
掲
書
四
二
頁
参
照
。

(�)
た
だ
し
、
薛
方�
氏
は

｢

長
さ
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
中
間
の
幅
五
〇
メ
ー

ト
ル｣

と
す
る
。
同
氏

｢

両
漢
金
城
郡
治
允
吾
故
址
究
竟
在
何
処
？｣

(『

蘭

州
学
刊』

一
九
八
三
年
第
二
期)

参
照
。
ま
た
、
前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

八
〇
頁
で
は
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
南
墻
が
残
っ
て
い
る
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。

(�)
薛
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)
允
吾
県
の
治
所
の
位
置
を
め
ぐ
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、
藺
子
武
氏
が
詳
細

に
整
理
し
て
い
る
。
同
氏

｢

漢
代
金
城
郡
治
允
吾
故
址
考
弁｣

(『

蘭
州
教
育

学
院
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
九
六
年
第
二
期)

参
照
。
ま
た
、
我
が
国
で

は
佐
藤
長
氏
が
、
允
吾
県
は
浩�
水

(

大
通
河)

の
河
口
南
岸

(

甘
粛
省
永

登
県
西
南)

に
あ
っ
た
と
す
る
説
を
唱
え
て
い
る
。
同
氏

『

チ
ベ
ッ
ト
歴
史

地
理
研
究』

(

岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年)

三
二
〇
頁
参
照
。

(�)
た
だ
し
、
王
宗
維
氏
は
、
金
城
郡
の
治
所
は
当
初
金
城
県
に
置
か
れ
、
後

に
允
吾
県
へ
遷
さ
れ
た
と
す
る
。
同
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)
張
大
可
ほ
か

｢

関
于
両
漢
金
城
郡
治
允
吾
位
置
的
地
理
的
初
歩
考
察｣

(『

蘭
州
大
学
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
八
〇
年
第
三
期)

、
薛
氏
前
掲
論
文
参
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照
。

(�)
薛
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)
前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

八
〇
頁
参
照
。

(�)
薛
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)
こ
の
付
近
は
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
の
衛
星
写
真
の
解
像
度
が
低
く
、
遺
跡
の

緯
度
・
経
度
・
海
抜
を
目
視
に
よ
っ
て
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
地

図
や
実
見
も
交
え
て
お
よ
そ
の
位
置
を
推
定
し
た
。
以
下
、
享
堂
城
址
・
破

羌
県
古
城
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

(�)
辛
夷

｢

享
堂
的
来
歴｣

(『

青
海
社
会
科
学』

一
九
八
一
年
第
二
期)

参
照
。

(�)
李
氏
前
掲
書
四
一
頁
参
照
。

(�)
民
和
回
族
土
族
自
治
県
概
況
編
写
組
編

『

民
和
回
族
土
族
自
治
県
概
況』

(

青
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年)
二
七
・
二
八
頁
参
照
。

(�)
前
掲

『

民
和
回
族
土
族
自
治
県
概
況』
二
七
頁
参
照
。

(�)
李
氏
前
掲
書
四
一
頁
参
照
。

(�)
高
氏
・
趙
氏
前
掲
論
文
、
李
氏
前
掲
書
五
四
・
五
五
頁
参
照
。

(�)
『

西
寧
府
新
志』

巻
七
地
理
志
古
蹟
、
同
巻
八
建
置
志
城
池
、
周
希
武

『

寧

海
紀
行』

な
ど
参
照
。

(�)
李
氏
前
掲
書
五
五
〜
五
七
頁
参
照
。

(�)
王
明
珂

(

柿
沼
陽
平
訳)
｢

古
代
中
国
漢
代
の
羌

(

三)
生
態
学
的
辺

境
と
民
族
的
境
界

｣
(『

長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報』

第
五
号
、
二
〇

〇
七
年)

参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
一
九
七
・
一
九
八
頁
参
照
。

(�)

前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

一
二
八
頁
参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
一
九
八
〜
二
〇
〇
頁
参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
一
九
八
頁
参
照
。

(�)

李
氏
前
掲
書
二
〇
二
・
二
〇
三
頁
、
前
掲

『

中
国
文
物
地
図
集』

一
二
八

頁
参
照
。
た
だ
し
、
両
者
の
間
で
は
城
壁
の
大
き
さ
に
つ
い
て
の
数
値
が
異

な
っ
て
い
る
。
本
文
で
は
と
り
あ
え
ず
後
者
の
数
値
を
挙
げ
た
が
、
前
者
で

は
南
北
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
残
高
一
一
・
七

メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
の
厚
さ
五
〜
八
メ
ー
ト
ル

と
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
城
壁
の
長
さ
は
両
者
の
間
で
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
前
者
は
城
壁
の
外
側
、
後
者
は
内
側
の
長
さ
を

計
測
し
た
数
値
で
あ
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
本
城
址
は
城
壁
が
非
常
に
厚

い
の
で
、
城
壁
の
長
さ
は
外
側
と
内
側
で
大
き
く
異
な
る
。
実
際
に
グ
ー
グ

ル
ア
ー
ス
の
衛
星
写
真
上
で
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
の
数
値
は
城
壁
の
外

側
、
後
者
は
内
側
の
長
さ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

(�)

ち
な
み
に
、『

門
源
回
族
自
治
県
概
況』

に
よ
る
と
、
城
内
に
は
も
と
も
と

三
本
の
街
道
が
あ
り
、
二
〇
〇
戸
余
り
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
が
、
い
つ

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
門
源
回
族
自
治
県
概
況
編

写
組
編

『

門
源
回
族
自
治
県
概
況』

(

青
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年)

一

〇
頁
参
照
。

(�)
前
掲

『

門
源
回
族
自
治
県
概
況』

一
〇
頁
参
照
。
同
書
は

『

西
寧
府
新
志』

巻
七
地
理
志
古
蹟
を
根
拠
と
し
て
、
本
城
を
漢
代
に
築
か
れ
た
も
の
と
す
る
。

し
か
し
、『

西
寧
府
新
志』

巻
七
に
は
い
つ
築
か
れ
た
も
の
な
の
か
未
詳
と
記

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、『

門
源
回
族
自
治
県
概
況』

で
は
何
を
根
拠
と
し

て
漢
代
の
も
の
と
解
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

(�)
李
氏
前
掲
書
二
〇
三
〜
二
〇
六
頁
参
照
。

(�)
青
海
省
文
物
考
古
研
究
所
編

『

上
孫
家
寨
漢
晉
墓』

(

文
物
出
版
社
、
一
九

九
三
年)

参
照
。

(�)
王
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)
佐
藤
氏
前
掲
書
一
二
八
・
一
二
九
頁
参
照
。

(�)
馬
長
寿

『�
与
羌』

(

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年)

一
一
五
頁
参
照
。

(�)
佐
藤
氏
前
掲
書
一
二
八
頁
参
照
。

(

水
間
大
輔
：
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
博
士
後)

(

柿
沼
陽
平
：
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
訪
問
学
者

及
び
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員��)

― 55 ―



― 56 ―

�����
視
察
地
北
部
地
図



― 57 ―

�����
視
察
地
南
部
地
図




